
R4 年度 学校名：
学科・ 学年 授業方法 講義時期 １ 年前・ 後期
授業科目 担当者 科目必修区分 必修
授業概要
（ 目的）

到達目標

授業計画 88時間 授業回数 26回 １ 回授業 2、 3時間 授業時間数

1 3

2 3

3 3

4 3

5 3

6 3

7 3

8 3

9 3

10 3

11 3

12 3

13 3

14 3

15 3

16 3

17 2

18 2

19 2

20 2

21 2

22 2

23 2

24 2

25 5
26 19
27
28
29
30

合計時間数 88

教科書

備 考
担当詳細 経歴等

グループ実習⑥

グループ実習⑦

グループ実習⑧

グループ実習⑨

デザインコンプ準備

グループ実習①

グループ実習②

グループ実習③

グループ実習④

グループ実習⑤

分野に合わせたデザイ ン思考を 考える／問いを 立てる

分野に合わせたデザイ ン思考を 考える／問題定義

分野に合わせたデザイ ン思考を 考える／アイ デア創出

分野に合わせたデザイ ン思考を 考える／プロト タ イ プと 検証プレ ゼン

分野に合わせたデザイ ン思考を 考える／プロト タ イ プと 検証プレ ゼン

デザイ ン思考／問いを 立てる

デザイ ン思考／共感する

デザイ ン思考／共感する

デザイ ン思考／問題定義

デザイ ン思考／アイ デア創出

デザイ ン思考／プロト タ イ プ

デザイ ン思考／プロト タ イ プから 検証へ／テスト

デザイ ン思考／プロト タ イ プから 検証へ／テスト 2

シラ バス
専修学校イ ンタ ーナショ ナルデザイ ンアカ デミ ー

総合デザイン科1年 講義 ディ スカ ッ ショ ン

探求 謝敷宗邦

デザイ ンのアイ デアを 創造するために、 既存のデザイ ンや人物、 また学生が興味がある事柄に対し 深く 探求・ 考察する。
デザイ ン思考を 身につける。

デザイ ン思考を 理解し 、 意識するこ と ができ る。 さ まざまな考えに柔軟に取り 入れ、 対応するこ と ができ る。

総授業時間数

オリ エンテーショ ン

なぜ僕ら は働く のか？①

なぜ僕ら は働く のか？②

特になし 、 スト リ ームラ イ ブラ リ ーの活用　 ht t ps: //www. st eam-l i br ar y. go. j p/

１ ． 実務家 株式会社若菜企画 沖縄デザイ ンセンタ ー 制作部 平成19年3月から 平成21年4月

・ 情報収集など

成績評価 方法 授業態度30％、 レ ポート ・ 課題提出率40%、 出席率30%

時間外  学習



R4 年度

学科・学年 授業方法 講義時期 1年前期

授業科目 担当者 科目必修区分必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 45時間 授業回数 16回 １回授業 50分 授業時間数

1 2
2 2
3 2
4 2
5 2
6 2
7 2
8 2
9 2
10 2
11 2
12 2
13 2
14 2
15 12
16 5
17
18
19
20
21
22
23
24

合計時間数 45
教科書

備 考

担当詳細 経歴等 株式会社若菜企画 沖縄デザインセンター 制作部 ／平成19年3月から平成21年4月

時間外  学習

成績評価 方法
授業態度/勤怠状況(30%)・課題提出状況(30%)・課題クオリティ/課題提出厳守(30%)・検定取得(10%)=100%

１．実務家

Color Master、カラーマスター過去問題 Vol.2

検定試験

第6章 色彩調和1
第6章 色彩調和2
検定試験対策授業

検定試験対策授業

検定試験対策授業

第3章 色の表示方法1
第3章 色の表示方法2
第4章 色の知覚的効果1
第4章 色の知覚的効果2
第5章 色の心理的効果

オリエンテーション/色彩検定に向けて

カラーハンティング

第1章 色のなりたち

第2章 混色1
第2章 混色2

色彩に関わる職業に求められる知識・技能を身につける。

色見本や絵の具を使って、色がもつイメージや効果を知る。
 色彩士検定を合格する。

総授業時間数

シラバス

学校名：専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義・実習

色彩学 謝敷宗邦



R4 年度 学校名：
学科・ 学年 授業方法 講義時期 1年通年
授業科目 担当者 科目必修区分 必修
授業概要
（ 目的）

到達目標

授業計画 121時間 授業回数 25回 １ 回授業 3時間 授業時間数

1 アプリケーション起動の仕方、ツールについて（課題：ツールの名称） 3
2 図形を描く（図形ツールでかんたんなイラストを描く） 3
3 図形を制作（ペンツールでかんたんなイラストを描く） 3
4 Illustratorの様々なツール①あのフォントを使ってみる 3
5 Illustratorの様々なツール②キラキラのロゴを作る、クリッピングマスク 3
6 Illustratorの様々なツール③さまざまな効果 3
7 図形ツールとペンツールでイラストを描く(パスファインダー) 3
8 予備日(学生の習熟度に応じてコマシラバス作成) 3
9 ツールの使用例（過去問題／実技からの抜粋）、フライヤー制作 3
10 検定試験対策／過去問題対策 3
11 検定試験対策／過去問題対策 3
12 検定試験対策／過去問題対策 3
13 検定試験対策／サンプル問題、解説、質問 3
14 検定試験対策／サンプル問題、解説、質問、アプリケーションの説明、選択範囲 23
15 Illustratorクリエイター能力認定試験（予定） 5
16 Photoshopで合成写真を作ってみる 3
17 写真の加工(モノクロ)、イラスト風に加工する 3
18 バナー広告を作る(レイヤー効果) 3
19 ゲーム風の画面を作る(レイヤー効果) 3
20 パス切り抜きでチラシを作る 3
21 ロゴ作成と写真加工でヒップホップ風Tシャツデザイン① 3
22 ロゴ作成と写真加工でヒップホップ風Tシャツデザイン② 3
23 検定試験対策／過去問題、解説、サンプル問題 3
24 検定試験対策／過去問題、解説、サンプル問題 25
25 5
26
27
28
29
30

合計時間数 121

教科書

備 考
担当詳細 経歴等 広告代理店2年、Web系企業3年、ライター業2年など

時間外 学習

１．実務家

世界一わかりやすいIllustrator&Photoshop 操作とデザインの教科書、Illustratorクリエイター能力認定試験過去問題

成績評価 方法

出席率20%、授業態度20%、検定取り組み姿勢30%、検定合格率ならびに検定の点数30%

Photoshop検定当日

DTP実習授業と連携を取りながら現場サイドで必要とされるDTPソフト(illustrator/photoshop)の基礎技術を習得
させると共に後期に設定している「illsutrator検定」「photoshop検定」の対策授業としても位置づけ、必要なス
キルを身につけると同時に検定合格を目指すものとする。
Illustrator能力認定試験／総合デザイン科目標合格率100%
Photoshop能力認定試験／総合デザイン科目標合格率100%
 デザイン構築に伴う最低限の基礎知識、作業効率のアップ、レイアウト技術、ツールの使い方の習得を目標とす
る。

総授業時間数

シラ バス
専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義　実習

Illustrator&photoshop 工藤綾



R4 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 1年前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 34時間 授業回数 17回 １回授業 2時間 授業時間数

1 2
2 2
3 2
4 2
5 2
6 2
7 2
8 2
9 2

10 2
11 2
12 2
13 2
14 2
15 2
16 2
17 2
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 34

教科書

備 考

担当詳細 経歴等

時間外 学習
自宅での取り組み

成績評価 方法 ●出席評価点20%●総合課題評価点30%(提出課題の平均点より算出)●授業態度20%●課題・発表評価点30%(課題クオリティ)

１．実務家

住み込みで漫画家アシスタントを経験。
その後、デザイン会社にCGデザイナーとして勤務。
退社後はフリーランスでイラストレーターとして活動。

特になし

服装の描き方とデザイン（前後）

品評会。まとめ

服装の描き方とデザイン（前後）

服装の描き方とデザイン（前後）

服装の描き方とデザイン（前後）

服装の描き方とデザイン（前後）

服装の描き方とデザイン（前後）

身体の描き方

身体の描き方

身体の描き方

身体の描き方

身体の描き方

オリテ・グループワーク

キャラクターの顔の描き方

キャラクターの顔の描き方

キャラクターの顔の描き方

キャラクターの顔の描き方

・キャラクター制作の基礎である顔や体の描き方を理解する。
・キャラの描き方、服装のデザインなどを習得することで、汎用力のあるデザインスキルを習得する。

・イラスト・漫画制作におけるキャラクターデザインや、Live2D・マスコットなどの商業向けに応用できるキャラクターデザイン
服装のデザインや整合性などの基礎知識を習得する。

総授業時間数

シラバス

専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義

キャラクターデザイン 長尾 響



R4 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期・後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必須

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 69時間 授業回数 23回 1回授業 3時間 授業時間数

1 3
2 3
3 3
4 3
5 3
6 3
7 3
8 3
9 3

10 3
11 3
12 3
13 3
14 3
15 3
16 3
17 3
18 3
19 3
20 3
21 3
22 3
23 3

合計時間数 69
教科書

備 考
担当詳細 経歴等

・物を描く技術を習得しながら、形態・空間の捉え方を理解する。
・描く物、モチーフを良く観察し物の立体感や量感、質感などの基礎テクニックを身につける。

　　　　　　　　　　　　　↓　　　鉛筆での制作。

　　　　　　　　　　　　　↓

・コピックマーカーでの制作として、身近な物。

　　　　　　　　　　　　　↓

・ボールペンでの制作。　ペットボトルを描く。

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　↓

・野菜や果物をモチーフとして　色鉛筆でのデッサン。

　　　　　　　　　　　　　↓

・手と缶／手と携帯など他。　鉛筆でのデッサン。

　　　　　　　　　　　　　↓

成績評価 方法

・授業態度／勤怠状況・課題提出物状況・課題クオリティ／提出期限厳守。
【授業態度／勤怠状況　20％　課題提出物状況　20％　課題クオリティ／提出期限厳守　60％】

・人物　　フリー素材からの資料収集　→　トレース　転写

　　　　　　　　　　　　　↓　　　色鉛筆やパステルでの制作。

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　↓

・車／バイク　　フリー素材からの資料収集　→　トレース　転写

時間外  学習
・特になし

・基本的な画材道具の使い方を身に付けて物を描くことが出来る。
・鉛筆や色鉛筆、コピックやボールぺん等、デッサン用具での描画テクニックを学ぶことが出来る。
・写実的テクニックや描画力の技術向上でクオリティを上げることが出来るようになる。

・鉛筆デッサン／ドローイング（配布プリント）

シラバス

インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 実習

デッサン 新崎　竜哉

　　　　　　　　　　　　　↓

総授業時間数

・画材用具の説明／使い方・描画要素・描き方　濃淡や鉛筆でのグラデーション・ハッチング練習等。

・透視図方、遠近感／立体表現力・陰影や描写力等。石膏「球体」「立方体」「円柱」

　　　　　　　　　　　　　↓     立体表現基礎（曲線と直線）

・身近な物をモチーフとして　鉛筆でのデッサン。

・野菜や果物をモチーフとして　鉛筆でのデッサン。

　　　　　　　　　　　　　↓



R4 年度 学校名：

学科・ 学年 授業方法 講義時期 １ 年前・ 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（ 目的）

到達目標

授業計画 44時間 授業回数 22回 １ 回授業 2時間 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

16 2

17 2

18 2

19 2

20 2

21 2

22 2
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 44

教科書

備 考
担当詳細 経歴等

研究： 社会と デザイ ンの関わり ⑤

研究： 社会と デザイ ンの関わり ⑥

研究： プレ ゼンテーショ ン資料作成②

研究： 社会と デザイ ンの関わり ①

研究： 社会と デザイ ンの関わり ②

研究： 社会と デザイ ンの関わり ③

研究： 社会と デザイ ンの関わり ④

デザイ ンの歴史⑤

コ ンセプト を 考える／アイ デア発想ト レ ーニング①

コ ンセプト を 考える／アイ デア発想ト レ ーニング②

コ ンセプト を 考える／アイ デア発想ト レ ーニング③

研究： プレ ゼンテーショ ン資料作成①

チーム： 問題解決能力ト レ ーニング①

デザイ ンの歴史③

問題発見能力ト レ ーニング②

デザイ ンの歴史④

チーム： 問題解決能力ト レ ーニング②

テーマの提示／テーマの設定に応じ た作品案の構築①

テーマの提示／テーマの設定に応じ た作品案の構築②

デザイ ンの歴史①

問題発見能力ト レ ーニング①

デザイ ンの歴史②

デザイ ンの流れ・ 全体像を 意識する。
コ ンセプト の意味を 知る。
デザイ ンの歴史や現代の社会情勢を 含めたデザイ ンの広がり を 認識する。
業界のつながり を 理解し 、 社会と デザイ ンの関わり を 理解する。

デザイ ンが生活と 結びついているかを 自分の言葉で説明でき るよう になる。
さ まざまなデザイ ンと 社会と のつながり を 関係づけるこ と ができ るよう になる。
チーム制作においては、 コ ミ ュ ニケーショ ンを 意識し 、 作品を 表現する。
プレ ゼンテーショ ンを 実施し 、 作品に関し て具体的に述べるこ と ができ る。

総授業時間数

シラ バス

専修学校イ ンタ ーナショ ナルデザイ ンアカ デミ ー

総合デザイン科1年 講義 実習 ディ スカ ッ ショ ン

デザイ ン概論 謝敷宗邦

成績評価 方法 出席率30％、 授業態度30％、 提出期限厳守20％ 発表プレ ゼンテーショ ン20％

特になし

時間外  学習
・ 授業課題に応じ て自宅での作業

株式会社若菜企画 沖縄デザイ ンセンタ ー 制作部 平成19年3月から 平成21年4月１ ． 実務家



R4 年度 学校名：
学科・ 学年 授業方法 講義時期 前期
授業科目 担当者 科目必修区分 必修
授業概要
（ 目的）

到達目標

授業計画 36時間 授業回数 12回 １ 回授業 3時間 授業時間数

1 3

2 3

3 3

4 3

5 3

6 3

7 3

8 3

9 3

10 3

11 3

12 3
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 36

教科書

備 考

担当詳細 経歴等

配布プリ ント

時間外  学習

成績評価 方法
カ メ ラ 、 機材操作の習熟度 30% 授業参加度 20% 提出作品状況 50%

１ ． 実務家
1993年4月〜1997年8月 （株）小金井市民テレビ（番組制作業務）
日本工学院専門学校 放送・映画科 教務 10年

ワンシーン・ワンカット作品制作④ 撮影-2 

完成作品試写

機材の取扱 振り返り

作品鑑賞

ワンシーン・ワンカット作品制作① 概要説明 参考作品試写

ワンシーン・ワンカット作品制作② 企画

ワンシーン・ワンカット作品制作③ 撮影-1

機材の取扱①

機材の取扱②、F値を理解する

機材の取扱③、スローシャッター（ライトを使用・カメラスタジオ）

機材の取扱④、シャッタースピードを理解する

課題①「表情」を撮る（公団付近）

・ デジタ ル一眼レフ カ メ ラ の操作方法の基礎を学ぶ。
・ さ ら には、 連携するソ フ ト ウェ ア（ i Movi e） も 学習する。

・ 絞り と シャ ッ タ ースピード 、 露出を理解し て適切なカ メ ラ 操作ができ る
・ 知識、 技能を理解し 、 俯瞰的な思考方法を身につけ表現でき る様になる。

総授業時間数

シラ バス
イ ンタ ーナショ ナルデザイ ンアカ デミ ー

総合デザイン科1年 講義／実習
写真基礎 東 英児



R4 年度 学校名：

学科・ 学年 授業方法 講義時期 １ 年前・ 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（ 目的）

到達目標

授業計画 59時間 授業回数 22回 １ 回授業 3時間・ 2時間 授業時間数

1 2

2 3

3 3

4 3

5 3

6 3

7 3

8 3

9 3

10 3

11 3

12 3

13 3

14 3

15 3

16 3

17 2

18 2

19 2

20 2

21 2

22 2
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 59

教科書

備 考

担当詳細 経歴等

KBC学園志学Ⅰ・ Ⅱテキスト （ 2018年4月発行／学校法人KBC学園「 志教育」 プロジェ ク ト 制作）

時間外  学習
・ 特になし

成績評価 方法 授業態度40％、 レ ポート 提出率20%、 出席率40%

１ ． 実務家
バラ エティ ・ アート ワーク スにてマンガ制作業務( 1年半) 。 その後プラ ンニ
ングヴィ レ ッ ヂ株式会社にてイ ラ スト ・ webデザイ ン業務( 約5年間)

振り 返り

志学1テキスト ／永久戦力（ ク レ ド 9）

志学1テキスト／チャレンジ精神（クレド8）

志学1テキスト／チャレンジ精神（クレド8）

志学1テキスト ／永久戦力（ ク レ ド 9）

スーツの着こ なし ・ メ イ ク ・ 名刺交換の仕方

校内面接練習

志学1テキスト ／挨拶（ ク レ ド 5）

志学1テキスト ／素直（ ク レ ド 6）

志学1テキスト ／素直（ ク レ ド 6）

志学1テキスト ／プラ ス思考（ ク レ ド 7）

志学1テキスト ／プラ ス思考（ ク レ ド 7）

志学1テキスト ／思いやり ・ 気配り （ ク レ ド 3）

志学1テキスト ／思いやり ・ 気配り （ ク レ ド 3）

志学1テキスト ／明朗（ ク レ ド 4）

志学1テキスト ／明朗（ ク レ ド 4）

志学1テキスト ／挨拶（ ク レ ド 5）

志学1テキスト／序章、ねらい・学習目標

志学1テキスト ／感謝（ ク レ ド 1）

志学1テキスト ／感謝（ ク レ ド 1）

志学1テキスト ／感動（ ク レ ド 2）

志学1テキスト ／感動（ ク レ ド 2）

KBC学園の教育理念に掲げら れた「 人財」 を 目指し 、 人間性を 磨き 各自の「 志」 を たてるために「 学生ク レ ド 」 について理
解を 深め、 望まし い価値観や考え方を 身に付ける。

仕事を すると いう 心構えを 見つけるこ と ができ る。
 ディ スカ ッ ショ ンに積極的に参加するこ と ができ る。
 社会における自身の立ち位置を 見つけるこ と ができ る。
 デザイ ンと 社会の関わり を 関係付けるこ と ができ る。

総授業時間数

シラ バス

専修学校イ ンタ ーナショ ナルデザイ ンアカ デミ ー

総合デザイン科1年 講義 ディ スカ ッ ショ ン

志学1 山城はるか



R4 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 42時間 授業回数 14  回 １回授業 3ｈ 授業時間数

5月13日(金) 1 合同 3

5月20日(金) 2 3

5月27日(金) 3 3

6月10日(金) 4 合同 3

6月17日(金) 5 合同 3

6月24日(金) 6 合同 3

7月1日(金) 7 3

7月8日(金) 8 3

7月15日(金) 9 3

7月22日(金) 10 3

7月29日(金) 11 3

8月26日(金) 12 3

9月2日(金) 13 3

9月16日(金) 14 3
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

合計時間数 42
教科書

備　　考
担当詳細 経歴等１．実務家　　２．その他

パターンから裁断までの基礎の基礎 文化出版局 ・ 服飾造形講座①②③ 文化服装学院

授業内で終わらなかったものに関して、次の授業までに終わらせる。

成績評価　方法

出席率２0％・授業態度２0％・作品完成度30％・プレゼン力30％

時間外
学習

各アイテム毎にコラージュ作成、豆知識リサーチをしてレポート作成

小物制作・オリジナル作品

染めワーク(卒業生)

染めワーク(卒業生)

染めワーク(卒業生)

虹の家・ワークショップ３

小物制作・帽子

小物制作・帽子

小物制作・オリジナル作品

小物制作・オリジナル作品

オリテ　授業説明・自己紹介

小物制作・トートバック

小物制作・トートバック

虹の家・ワークショップ１

虹の家・ワークショップ２

・ファッションアイテムに関する要素を幅広く学ぶ。
・小物制作を通して、ミシンなどの洋裁道具、パターン用具の扱いを身に付ける。
・卒業生や外部講師を招き、現場での話を聞き学ぶワークショップを取り入れる。

1.小物制作を通して、多様な素材に触れる。
2.素材を加工する技術を学ぶ。
3.基本を学び、自らの制作へ応用できる知識を得る。
4.現場の話を聞き、就職意識へつなげる。

総授業時間数

シラバス

IDA
総合デザイン科1年 実習・演習

ファッション・エレメント 小嶺美菜



R4 年度 学校名：
学科・学年 授業方法 講義時期 1年後期
授業科目 担当者 科目必修区分 必修
授業概要
（目的）

到達目標

授業計画 45時間 授業回数 3回 1回授業 5時間 授業時間数

10月3週目 1 15

11月3週目 2 15

12月1週目 3 15
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 45

教科書

備 考
担当詳細 経歴等

特になし

時間外  学習
自宅や放課後などを活用し、コンセプトメイキングの打ち合わせをチームで実施

成績評価 方法 出席率30%、授業取り組み姿勢30%、コンセプト・プレゼンテーション40%

１．実務家 株式会社アサツーディ・ケイ HATOYA株式会社 広告企画・制作業務歴36年

コンセプト基礎講座／コンセプトとは何か。　課題発見＆解決策発見トレーニング

課題発見＆解決策発見トレーニング＋コンセプトワード表現力トレーニング

コンセプトからビジュアル表現へ、プレゼンテーションへ。

・デザインワークの基礎体力とも言える「コンセプト」の重要性を知る。
・ワークショップを通して、課題発見・課題解決スキル、コンセプトワード表現スキルを身につける。
・コンセプトからビジュアル表現を考える習慣を身につける。
・コンセプトとビジュアルをプレゼンテーションするスキルを身につける。

・「コンセプト」を発見するプロセスを実習を通して確認することができる。
 ・「コンセプト」からデザインを発想することにより、

 ・説得力、オリジナリティのあるデザインを創造することができる。

 ・課題のついてのチームディスカッション及びプレゼンテーションを通して、

 自己表現力、自己アピール力を高めることができる。

総授業時間数

シラバス
専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義 実習

コンセプト道場 伊東正彦



R4 年度 学校名：
学科・ 学年 授業方法 講義時期 前期
授業科目 担当者 科目必修区分必修
授業概要
（ 目的）

到達目標

授業計画 18時間 授業回数 6回 １ 回授業 3時間 授業時間数

1 講義イントロダクション／絵が動いて見える仕組み 3

2 カ メ ラ の構図と ポジショ ニング／カ メ ラ ワーク について 3

3 3

4 3

5 3

6 3
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 18

教科書

備 考

担当詳細 経歴等

成績評価 方法

時間外  学習

ワンシーン・ワンカット作品制作① 概要説明 参考作品試写

ワンシーン・ワンカット作品制作② 企画

ワンシーン・ワンカット作品制作③ 撮影

ワンシーン・ワンカット作品制作④ 試写

映像の概念、 動いて見える仕組みや、
撮影におけるカ メ ラ の構図から カ メ ラ ワーク 知識を身につける。

●「 動画」 の意味を理解する事が出来る。
●絵が動く 仕組みを理解する事ができ る。
●制作側の意図と 動画の関係性を理解する事ができ る。
●カ メ ラ の構図及びカ メ ラ ワーク の基本を理解する事ができ る。

総授業時間数

シラ バス
イ ンタ ーナショ ナルデザイ ンアカ デミ ー

総合デザイン科1年 講義／実習
映像基礎 東 英児

１ ． 実務家

配布プリ ント

カ メ ラ 、 機材操作の習熟度 30% 授業参加度 20% 提出作品状況 50%

1993年4月〜1997年8月 （株）小金井市民テレビ（番組制作業務）
日本工学院専門学校 放送・映画科 教務 10年



R4 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 1年後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 18時間 授業回数 ６回 １回授業 3時間 授業時間数

10/5 1 3

10/12 2 3

10月26日 3 3

11月2日 4 3

11月9日 5 3

11月30日 6 3
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 18

教科書

備 考

担当詳細 経歴等

時間外 学習
自宅での取り組み

成績評価 方法 ●出席評価点20%●総合課題評価点30%(提出課題の平均点より算出)●授業態度20%●課題・発表評価点30%(課題クオリティ)

１．実務家
住み込みで漫画家アシスタントを経験。
その後、デザイン会社にCGデザイナーとして勤務。
退社後はフリーランスでイラストレーターとして活動。

特になし

４コマ漫画作画〜品評会

起承転結の説明と応用

起承転結を用いた4コマ漫画ストーリー制作

起承転結を用いた4コマ漫画ストーリー制作

起承転結を用いた4コマ漫画ストーリー制作

４コマ漫画作画

マンガ製作におけるストーリー展開の基礎「起承転結」を理解する。

起承転結の理論を応用してオリジナルの4コマ漫画を制作する。

総授業時間数

シラバス

専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義

シナリオ 長尾響



R4 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 1年後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 30時間 授業回数 10回 １回授業 3時間 授業時間数

10/7(金) 1 3

10/14(金) 2 3

10/21(金) 3 3

10/28(金) 4 3

11/4(金) 5 3

11/11(金) 6 3

11/18(金) 7 3

11/25(金) 8 3

12/2(金) 9 3

12/9(金) 10 3
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

合計時間数 30

教科書

備 考
担当詳細 経歴等１．実務家 有限会社ホ―セル　４年勤務

ファッション販売能力検定３級　日本ファッション教育振興協会

成績評価 方法 出席率４0％・授業態度３0％・理解度15％・課題評価5％・達成度(検定取得の合否)５％

時間外 学習 予習・復習

4章ー売り場づくり

4章ー売り場づくり

5章ーマーケティング

5章ーマーケティング

5章ーマーケティング

1章ーファッション販売知識

2章ーファッション販売技術

6章ー販売スタッフの業務

3章ー商品知識

3章ー商品知識

・ファッション業界について知る
・検定取得に役立つ基礎を身につける

・ファッション業界について知る。

・専門用語を使えるようになる。
・今後の検定授業内容に関係づける

総授業時間数

シラバス

専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義　実習

ファッション販売 村田



R4 年度 学校名：

学科・ 学年 授業方法 講義時期 1年前・ 後期

授業科目 デザイ ンコ ンプ&イ ンタ ーンシッ プ準備 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（ 目的）

到達目標

授業計画 137時間 授業回数 45回 １ 回授業 3時間 授業時間数

1/16-20 1 23

1/23-27 2 23

1/30-2/5 3 33

2/6,2/9,10 4 12

2/20-24 5 23

2/27-3/3 6 23
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 137

教科書

備 考
担当詳細 経歴等１ ． 実務家 株式会社若菜企画 沖縄デザイ ンセンタ ー 制作部 平成19年3月から 平成21年4月

特になし

・ 特になし

成績評価 方法 出席率50%、 審査評・ レ ポート などの提出率25%、 授業見学態度25%

時間外  学習

フォロー授業、インターンシップ準備

DESIGNCOMP準備

DESIGNCOMP準備／DESIGNCOMP

DESIGNCOMP搬出、インターンシップ準備

授業内容とデザイン業界の動きを関連づけることができる。
就職においての方向性を見つけることができる。
企業訪問などで、疑問点を具体的に述べることができる。
スケジュール管理を行うことができる。

フォロー授業、インターンシップ準備

普段の環境とは違う、様々な物事を見聞きすることでデザインの広さを知り、感性を高める。
企業訪問やワークショップを通して、就職活動における業界の知識を得る。
企業へのアポイントを自ら行うことで、社会的自立を促す。また、スケジュール管理を身につける。

総授業時間数

DESIGNCOMP準備

シラ バス

専修学校イ ンタ ーナショ ナルデザイ ンアカ デミ ー

総合デザイン科1年 講義、 プレ ゼンテーショ ン

謝敷宗邦



R4 年度 学校名：

学科・ 学年 授業方法 講義時期 １ 年前・ 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 94時間 授業回数 22回 １回授業 3、5時間 授業時間数

4/4-4/8 1 23

4/11-4/15 2 23

4/18-4/22 3 23

4/25-4/28 4 20

10月3日 5 5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

合計時間数 94

教科書

備 考
担当詳細 経歴等

特になし

時間外 学習
・特になし

成績評価 方法 出席率50%、授業取組内容（アポイントなどの積極性）30%、レポート20%

１．実務家 株式会社若菜企画 沖縄デザインセンター 制作部 平成19年3月から平成21年4月

入学後オリエンテーション

入学後オリエンテーション

オリエンテーションを通して、コミュニケーション能力を向上する。
分野・ジャンルの垣根を超えて発言することができる。
スケジュール管理を工夫し、実行する。

入学後オリエンテーション

後期オリエンテーション

ジャンルの垣根を超えて、立ち位置を認識する。

専攻する分野・ジャンルの垣根を超えてを目指すべき分野を見定める。

総授業時間数

入学後オリエンテーション

シラ バス

専修学校インターナショナルデザインアカデミー

総合デザイン科1年 講義　実習

オリエンテーション 謝敷宗邦
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